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１．研究目的  

 有明海湾奥部は干満の差が大きく，強い潮流が発生する．そのため干潟域では常に泥の巻き上げが生じ，比

較的高濁度の状態にある．このような水域は，透明度も低く，沿岸水域の基礎生産を担う植物プランクトンの

光合成や発育に影響を及ぼす．また，植物プランクトンは水中の食物連鎖の基礎となるため，干潟域での物質

循環の評価を含め，生態学的にも重要な役割を担っている．本研究では，比較的高濁水域である干潟浅水域を

対象にした物質循環と生物生産能を評価するための基礎的な調査を行った． 

２．調査方法  

 干潟浅水域での生態系を維持する上で欠かせない植物プランクトンの

生物生産能評価として，一次生産量（光合成量）の測定を行う必要がある．

この評価には現場法として一般的な明暗瓶法 1)を用いた．調査場所は有明

海湾奥部鹿島海岸・七浦干潟域である．調査は 2009 年 6 月から 12 月の間

に予備調査を含めて計 6 回行われた．採水高さは西條・三田村 1）に倣い，

あらかじめ測定された透明度の 0.3 倍，0.6 倍，1.3 倍および 2 倍よりや

や深い地点とし，バンドン採水器にて採水した．その後，図-1に示すよう

に，100mL のフラン瓶に採水試料を詰め，それぞれの深度に明瓶，暗瓶を

2本ずつ設置して培養した．対照瓶 2本はその場

で酸素を固定した．また，いずれの調査もおおよ

そ転流・憩流時から下げ潮にかけて明瓶，暗瓶を

垂下設置した．なお，培養時間は 2時間程度とし

た．培養後は明瓶・暗瓶を引き上げ，その場で酸

素を固定したのち全ての試料を大学へ持ち帰り，

ウィンクラー・アジ化ナトリウム変法により，溶

存酸素濃度を求め，純光合成量（Pn），呼吸量（R）

および総光合成量（Pg）を算出した．また，同地

点で表層（水面下 0.4m），中層（表層下 1m ない

しは 2m）および下層（底面上 0.4m）の採水を 1

時間毎に 24 時間行い，栄養塩（懸濁態および溶

存態の窒素とリン）を測定した． 

３．結果および考察  

 図-2は2009年 9月 8日（中潮）での観測塔No.1

（干潟域），No.3（干潟前縁域）にて得られた水

温，塩分，SS およびクロロフィル a 分布の経時

変化である．また，図中の点線と一点鎖線はそれ

ぞれ透明度と透明度から求めた補償深度を表し

ている．本調査における明瓶・暗瓶の垂下時間は 
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図-1 明瓶，暗瓶の設置概略 

図-2 観測塔 No.1 と No.3 地点での各水質分布の経時変化

（2009.9.8） 
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No.1 が 10：40～12：40，No.3 が 11：15～13：15 の各 2

時間で，いずれも補償深度区間において 11 時頃にやや水

温勾配を有する傾向にあった．塩分は補償深度内ではほぼ

鉛直方向に一様であった．SS は観測塔 No.1 と No.3 でいず

れも 100～200mg/L 程度で大きな差はなかったものの，透

明度はそれぞれ 55cm，70cm で差が生じた．当日，波浪の

影響もあり，透明度の測定にやや難があった可能性もある．

しかし，クロロフィルaの変動域と補償深度はほぼ一致し，

さらに，クロロフィル aのピーク値もおおよそ透明度の位

置と同じであった． 

図-3 は同調査で得られた明暗瓶法による結果から 1 時

間あたりの純光合成量 Pn，呼吸量 R および総光合成量 Pgの

鉛直分布を示したものである．図より，Pn や Pg の変動域と

透明度から推定される有光層厚（No.1 で 110～120cm，No.3

で 140～150cm）はほぼ一致し，透明度が濁度とともに，光

の強さや植物プランクトンの一次生産能の評価として簡便

かつ有用な手法であることを示している．また，1日当たり

の純生産量（=Pn-R）を算出（表層のみ）し，これをもとに

概算で一次生産量を算出したところ，観測塔 No.1 で 2.07 

gO/m2/day（1.55gC/m2/day），観測塔 No.3 で 2.32gO/m2/day

（=1.74gC/m2/day）となった．干潟域での評価にも依存する

が，最終的には図-3 より干潟域での生産性の高さが示され

ることになる．ただし，今回，干潟域である観測塔 No.1 と

より沖側にある No.3 での SSに大きな差がなかったため，干

潟域における底泥の巻き上げによる一次生産に及ぼす影響

評価としては十分な解析とは言えず，今後の課題としたい． 

図-4は 2009 年 12 月 22～23 日に観測塔 No.1，4（No.3 よ

りさらに 3km沖側）で所定高さ毎に採水した試料のSSと DIN

の時空間分布である．観測塔 No.1 は干潟域であり，海水の

入退潮時の底泥の巻き上げや沈降に強く依存した水質変動

特性を有する．特に SS は顕著であり，上げ潮初期と下げ潮

後期に高くなる．また，DIN は，底泥の巻き上げによる SS の挙動と同様の傾向にあり，干潟底泥内の DIN 成

分の水中への再回帰が示唆される．一方，観測塔 No.4 の SS と DIN は干潟域とは異なった時空間特性を有し，

特に DIN の挙動は，底泥面からの供給ではなく，干潟・陸水域からの流入に強く依存する様子がうかがえる． 

４．結論 

本研究では，干潟域と沖合域の生物生産能について比較し，その一部の評価を行った．その結果，干潟域と

沖合域での一次生産能の違いとともに，栄養塩の挙動を明らかにした.今後も有明海湾奥部水域の特徴でもあ

る高濁水域とやや沖側の低濁水域の比較を行うことを通し，泥干潟域での物質循環や生態学的評価につなげて

いきたい． 
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の鉛直分布(2009.9.8) 

図-4 SS と DIN の空間分布(2009.12.22-23) 
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